
はじめに

周手術期看護とは，「手術患者の入院から退院ま

での期間に，患者に提供される看護ケア」と定義 1）

されていることから，手術前，手術中，手術後の全

期間を通して一貫した看護を提供することを意味す

る．そのため，周手術期看護において手術中の情報

は，手術後の看護を提供するうえで欠かせないもの

である．看護基礎教育の周手術期実習における手術

見学は，患者が手術によって受ける侵襲の理解や，

術後の回復を考えて援助していくうえでも，看護学

生（以下，学生）が経験すべき重要な臨地実習（以

下，実習）である．看護基礎教育における手術室看

護実習の研究はさまざま報告されているが，その教

育内容についても個々の報告に留まっている 2）～5）

のが現状である．しかも，これまで国内の看護基礎

教育における手術室看護実習の動向を分析したもの

は，文献の表題をデータとしてテキストマイニング

分析した研究１件 6）のみであった．その先行論文
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＜研究報告＞

看護基礎教育課程における看護学生の

手術室看護実習に関する研究の動向と課題

―2000～2015年に発表された国内研究に焦点をあてて―
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要旨

【目的】国内の看護基礎教育課程における看護学生の手術室看護実習に関する看護研究の動

向を分析し，今後必要とされる研究について検討する．

【方法】『医学中央雑誌Web版』を用いて 2000～2015年に発表された看護学生の手術室看護

実習に関連する論文を対象とした．研究の種類等は記述統計量を算出し，「研究内容」およ

び「学生が経験した手術室看護実習の様相」については，意味内容の類似性に着目して分類

した．

【結果】該当した 43論文のうち，研究デザインは因子探索研究が 55.8％，種類は質的研究が

55.8％と最も多くを占めていた．手術室看護実習の指導状況は「指導者による指導」が

55.8％と最も多く，「研究内容」は 5分類され『手術室看護実習における学生の学習内容の実

態』が 58.1％と最も多かった．「学生が経験した手術室看護実習の様相」は 4分類され，そ

のうち【学生が手術室看護実習を目標達成する過程で経験した困難と達成感】では，学生が

手術室看護実習の目標を達成する過程で経験した困難や達成感や，指導に対する肯定的・否

定的な捉え方が示された．

【結論】現在の看護学生の手術室看護実習に関する研究の動向は，手術看護実習の実態が明

らかになってきた萌芽的な段階にある．今後の課題として，①学生のストレスを軽減する教

授法や援助，②実習担当教員の教授活動の解明，③教員と指導者側の支援・連携に着目した

研究を行う必要がある．

キーワード：看護基礎教育課程，手術室看護実習，文献検討



の検討内容は，卒後の手術看護教育分野である認定

看護師にもふれるなど幅広く手術看護を分析してお

り，看護基礎教育における学生が手術室看護実習で

経験した内容までは詳細に分析されていなかった．

そこで，看護基礎教育における手術室看護実習に関

する論文を分析し，手術室看護実習の学生の学びや

思い，傾向，実習の内容などを整理することで，手

術室看護実習の課題が見出せると考えた．

以上より，本研究ではわが国の看護基礎教育にお

ける学生の手術室看護実習に関する研究の動向を明

らかにし，今後必要とされる研究について検討する

ことを目的に研究を行った．

研究方法

１．用語の定義

１）看護基礎教育課程

保健師助産師看護師法により，看護師の国家資

格の国家資格を満たす教育内容による学校教育

で，教育内容は保健師助産師看護師学校養成所指

定規則に定められている 7）課程に在籍する学生．

２）手術室看護実習

看護学実習とは，学生が既習の知識・技術を基

に，クライエントと相互行為を展開し，看護目標

達成に向かいつつ，そこに生じた看護現象を教材

として，看護実践に必要な基礎的能力を修得する

という学習目標達成を目ざす授業 8）である．本

研究における手術室看護実習とは，学生が手術室

において学習目標達成を目ざす実習とする．な

お，手術室看護実習には二つの形態があり，本研

究では，受け持ち患者の手術室入退室に合わせ，

学生も患者とともに行動する実習を「受け持ち実

習」，手術室看護師とともに行動し手術室看護業

務を見学または実施する実習を「手術室実習」と

する．

３）指導者

平成 27年度の『看護師等養成所の運営に関す

る指導要領』のなかで，実習指導者以外の指導に

かかわる看護師を学生の指導を担当できる看護師 9）

と表現していることをふまえて，本研究では，手

術室看護実習において学生指導を行う臨地実習指

導者および外回り看護師を含めて，指導者とす

る．

２．研究対象

看護基礎教育における手術室看護実習に関する論

文について，2000年 1月～2015年 12月の間に日本

国内で発表された論文を対象とした（最終検索

2015年 12月 21日）．研究論文の検索は，『医学中

央雑誌Web版（ver.5）』（特定非営利活動法人医学

中央雑誌刊行会）を用いた．「手術室」「学生」「看

護」「臨地実習」をキーワードとして検索し，原則

として原著論文とした．次に，抽出した論文から

「急性期看護実習全般」が対象でデータが混在し手

術室看護実習の特徴を把握し難い論文，准看護師養

成所を対象としている論文，手術室看護師を対象と

している論文，施設看護部内における教育的研究，

看護教育機関ではない（医学，薬学，理学教育な

ど）論文，文献検討をしている論文を除外した．

３．分析方法

１）データ化　

対象とした論文の分析項目は，「研究の年次推

移」，「研究対象」，「筆頭研究者」，「研究の種類」，

「研究デザイン」，「データ収集方法」，「手術室看

護実習の目標」，「手術室看護実習の形態」，「手術

室看護実習の指導状況」，「手術室看護実習の期

間」，「学生を対象とした手術室看護実習に関する

研究内容」，「学生が経験した手術室看護実習の様

相」である．「学生を対象とした手術室看護実習

に関する研究内容」は，論文を精読し内容を要約

した．また「学生が経験した手術室看護実習の様

相」は，対象とした論文の結果から，学生が経験

した手術室看護実習に関する記述部分を抽出し，

記録単位を作成した．その際，独自の質問票や，

既存の尺度等を用いた量的研究は，看護基礎教育

における手術室看護実習の傾向を割合で示したも

のであることから，コード化が困難であると判断

したため除外し，最終的に質量併用論文の質的研

究の部分と，質的研究の論文を分析対象にした．

なお，一つの論文あたりから抽出される記録単位

数に制限はしなかった．

２）データ分析

「学生を対象とした手術室看護実習に関する研

究内容」および「学生が経験した手術室看護実習

の様相」以外の項目については Excel2013に入力

し，記述統計を算出した．「学生を対象とした手

術室看護実習に関する研究内容の分類」は，論文

を精読して内容を 1文献につき 1つに要約したも

のをコード化し，類似性のあるコードごとに分類

してカテゴリ化した．「学生が経験した手術室看
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護実習の様相」については，その内容を表してい

る記述部分を，1文脈 1単位として抽出した．文

章に複数の内容が記述されている場合は分割し，

複数の記録単位にした．次に，得られた記録単位

を，意味内容に沿って忠実に分類・統合し，コー

ドを作成した．その後，意味内容の類似性に基づ

きコードを分類・統合し，サブカテゴリを命名し

た．更に，同様の手順でカテゴリを命名した．分

析過程においては，分析結果とデータ間の帰納的

演繹作業を何度も繰り返し，信頼性の確保に努め

た．論文の使用にあたっては出典を明らかにし，

研究内容は正確に読み取り分析を行い，著者の意

図を侵害しないように配慮した．『医学中央雑誌

Web版（ver.5）』を用いた検索は，2015年 1月 20

日，9月 25日，12月 21日の計 3回行い，その都

度分析し，研究内容の確認をくり返すことで信頼

性を高めた．

結果

１．対象論文および研究の年次推移

看護基礎教育における手術室看護実習に関する論

文について，2000年 1月～2015年 12月までに『医

学中央雑誌Web版（ver.5）』に掲載された，「手術

室」「学生」「看護」「臨地実習」をキーワードに設

定し検索した結果，原著論文では 64論文がヒット

した．この 64論文を精読し，前述の研究対象条件

で論文を除外したところ，最終的に 43論文が対象

となった．その対象論文一覧を表１に示し，表中の

番号は論文番号（1～43）とした（表１）．年次推移

で論文数が最も多かったのは 2012年の 8論文であ

り，2009年から僅かに論文数は増加傾向にあった

（図 1）．

２．研究対象

研究対象は，看護系大学の学生 23 論文

（53.5％），看護系短期大学の学生 15論文（34.9％），

看護師養成所 3年課程の学生 2論文（4.7％），手術

室看護師と看護系大学の学生 3論文（7.0％）であ

った（表 2）．

３．筆頭研究者

筆頭研究者の割合は，看護系大学教員が 24論文

（55.8％）と最も多く，順に看護系短期大学教員が

13論文（30.2%），手術室看護師が 4論文（9.3%），

看護専門学校教員が 2論文（4.7％）であった（表

2）．

４．研究の種類，研究デザインおよびデータ収集方

法

研究の種類は，質的研究が 24論文（55.8％），量

的研究が 14 論文（32.6％），質量併用が 5 論文

（11.6％）であった．また，研究デザインは，因子

探索研究が 24論文（55.8％），関係探索研究が 19

論文（44.2％）であり，関連検証研究および因果仮

説検証研究はなかった．

データ収集方法（重複集計）は，実習記録および

レポートを用いたものが 21論文（38.9％），独自の

質問票 15 論文（ 27.8％），面接調査が 5 論文

（9.3％），質問票の自由記載を分析したもの 4論文
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表 1．対象論文一覧



（7.4％），技術チェック表および観察評価表 3論文

（5.6％），観察法 1論文（1.9％），STAIを用いた心

理学的手法 3論文（5.6％），唾液アミラーゼ活性を

用いた生理学的手法 1論文（1.9％），その他の尺度

1論文（1.9％）であった（表 2）．

５．手術室看護実習の目標，手術室看護実習の形

態，手術室看護実習の指導状況，手術室実習の期

間

手術室看護実習の目標が記載されていたものは

28論文（65.1％）であり，全体の 7割弱であった．

手術室看護実習の形態（重複集計）は，「受け持ち

実習」が 24論文（48.0%），受け持ち実習ができな

い場合は「受け持ち患者以外の患者に依頼」するが

7 論文（ 14.0%），「手術室実習」が 10 論文

（20.0％），「受け持ち実習と手術室実習の両方」が

７論文（14.0%），「記載なし」が 2論文（4.0%）あ

った。手術室看護実習の指導状況（重複集計）は，

「指導者による指導」が 29論文（55.8％），「教員が

入室前にオリエンテーションを行う」が 9 論文

（17.3％），「必要時教員が手術室へ入室し指導する」

が 1論文（1.9％），「記載なし」が 13論文（25.0％）

であった．「手術室看護実習の期間」が記載されて

いたものは 17論文であり，最も多かった期間は「1

日」と「2日」でともに 4論文（23.5％）であった

（表 2）．

６．学生を対象とした手術室看護実習に関する研究

内容の分類　

対象 43論文（論文番号 1～43）による研究内容

は 5つに分類された．最も多かったのは，【手術室

看護実習における学生の学びの実態】の 25論文

（58.1％）であった．順に，【手術室看護実習の実習

目標と学習成果との関連】の 9論文（20.9％），【工
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表 2．対象論文の概要



夫を取り入れた教授方略による手術室看護実習の学

習効果】と【手術室看護実習が学生に及ぼす影響】

はともに 4論文（9.3％），【教育カリキュラムの違

いが学生に及ぼす影響】は 1論文（2.3％）であっ

た．最も多かった【手術室看護実習における学生の

学びの実態】は，手術室実習の学びを主に学生の実

習記録や課題レポートを用いて検討し，教育に活か

そうとした研究であった．また【手術室看護実習の

実習目標と学習成果との関連】の 9論文のうち 4論

文は，学生の記録物類の記述内容と実習目標を照合

し，実習目標と関連したものが記載されていた場

合，手術室看護実習の学習成果があったと評価して

いた研究であった（表 3）．

７．学生が経験した手術室看護実習の様相

対象とした 27論文（論文番号 2～6，9，13～18，

21，24～29，31，34，36～39，42，43）から抽出し

た，「学生が経験した手術室看護実習の様相」に関

する記述は，計 701記録単位であった．これらを意

味内容の類似性に着目して分析した結果，87コー

ド，24サブカテゴリ，4カテゴリが形成された。形

成されたカテゴリは，【手術室看護実習の目標達成

に向けて経験した肯定的な学習内容と課題】【手術

室看護師が患者の状態を予測し，看護判断から提供

される看護実践に関する学び】【手術室で行われて

いる看護現象への専心によって，より深化する手術

室看護の独自性への理解】【学生が手術室看護実習

を目標達成する過程で経験した困難と達成感】であ

った．以下に，各カテゴリ（【　】）について，サブ

カテゴリ（〈　〉）と，そこに分類された主なコード

（〔　〕）を用いて結果を述べる（表 4）．

１）【手術室看護実習の目標達成に向けて経験した

肯定的な学習内容と課題】

このカテゴリは，23コード，6サブテゴリから

なっていた．学生は〔臓器を直視することで解剖

生理の理解が促進する〕，〔人間の生命を守る重み

と責任を理解する〕などから，手術室看護〈実習

を経験することによって手術看護の理解が促進す

る〉と捉えていた．また手術見学から〔手術時間

と手術侵襲の関連を理解する〕ことや，手術を

〈直視することで手術侵襲の理解が促進する〉と

捉えていた．〈受け持ち患者の手術を見学するこ

とによって理解が促進する〉ことから，〔看護過

程の展開に役立つ〕や〔周手術期看護を理解す

る〕などがあった．資料は〔実習の事前学習を促
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表 3．学生を対象とした手術室看護実習に関する研究内容の分類
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表４．学生が経験した手術室看護実習の様相



進する資料〕となるため，〈手術室見学実習を効

果的にするために資料活用する〉があった．一方

〈手術室看護実習の学習課題がある〉は〔手術看

護技術を経験することは難しい〕や，〈手術室に

おける倫理的課題がある〉は手術中に医療者がと

った〔患者へのプライバシー配慮に欠ける医療者

の態度は問題がある〕などが挙げられた．

２）【手術室看護師が患者の状態を予測し，看護判

断から提供される看護実践に関する学び】

このカテゴリは，33コード，8サブテゴリから

なり，学生は〈外回り看護師から提供される看護

実践を理解する〉には〔患者の状態把握（術前・

術中・術後）し，適切な看護を提供できるように

している〕，〔万が一の急変時に備えて行動してい

る〕，〔合併症予防のために頻回に観察を行ってい

る〕などの看護実践を挙げていた．また〈器械出

し看護師から提供される看護実践を理解する〉に

は〔手術進行を止めない技術を提供している〕，

〔手術野の無菌状態の厳守・徹底をしている〕な

どと捉えていた．さらに，手術室看護師は〈根拠

に基づいた迅速なアセスメントと異常の早期発見

を行っている〉ため〔手術侵襲によって起こりう

る状況を予測している〕こと，〈合併症の予防の

ための看護を実践している〉では，患者の合併症

予防のために〔低体温予防の看護技術を提供して

いる〕や〔深部静脈血栓予防の看護技術を提供し

ている〕と捉えていた．手術を受けている患者に

対し〈厳重な安全管理を行っている〉では，〔体

内へのガーゼ・器械の遺残を予防している〕や

〔患者の誤認予防をしている〕など，医療事故防

止の看護実践を挙げていた．また〈厳重な清潔管

理を行っている〉では〔感染予防に留意してい

る〕ことや〔無菌管理を徹底している〕などを挙

げていた．手術を受ける患者への〈不安緩和に向

けた援助／安楽な環境を提供している〉から〔患

者中心の看護を提供している〕や〔安全・安心の

手術の提供を行っている〕など，手術室で行われ

ている手術看護の看護実践が挙げられていた．

３）【手術室で行われている看護現象への専心によ

って，より深化する手術室看護の独自性への理

解】

このカテゴリは，22コード，8サブカテゴリか

らなっていた．学生は，手術室で手術看護を見学

し，手術看護を提供する手術室看護の独自性があ

ると捉えていた．手術看護には〈専門的知識に裏

づけられた能力がある〉ことを挙げ，〔手術看護

師は手術看護に必要な専門的な知識と技術をもっ

て行動している〕，〔手術室看護師は手術全体の流

れと麻酔や手術方式を熟知して行動している〕と

捉えていた．さらに〈手術室看護師には専門的な

技術・能力がある〉と捉え，〔手術室看護師には

体力と精神力が必要である〕，〔手術室看護師には

責任感・集中力のある行動が求められる〕などを

挙げていた．また〈予測されることと，何か起き

たときに機敏に対応する能力がある〉に対して

は，手術室看護師の〔機敏な行動〕と〔柔軟な判

断〕を挙げ，手術室看護師は〈根拠に基づいた迅

速なアセスメントと対処する能力〉を用いて〔手

術により予測される合併症を回避するためのアセ

スメントと対処する能力が必要である〕と捉えて

いた．〈患者の安全性を保証する能力がある〉に

は，〔医療安全を徹底（誤認防止・ガーゼの遺残）

した看護を提供できる〕こと，〈チーム医療の連

携・調整する能力をもっている〉には〔チーム医

療によって患者により良い医療を提供している〕，

〔スタッフの調整・連携を行う能力がある〕など

と捉えていた．そして〈患者の気持ちを支える/

患者・家族の心理的支援ができる〉は，手術を受

ける〔患者の不安を軽減する関わりができる〕，

〔家族の援助の必要性を理解しケアを提供できる〕

を挙げていた．

４）【学生が手術室看護実習を目標達成する過程で

経験した困難と達成感】

このカテゴリは，9コード，2サブカテゴリか

らなっていた．学生は，手術看護学実習で〈質問

やケアの参加によって達成感を抱く〉は，〔看護

師から配慮があり，質問やケア・処置への参加が

できた〕を挙げていた．一方で＜実習で経験した

不安や悩みに目を向けてほしい＞には〔慣れない

環境であり看護師が忙しそうななか，学生が聞け

る雰囲気ではない〕，〔手術室における看護師の役

割・術式・手術内容や経過・器具等を教えてほし

い〕，〔教員と指導者の連携を密にしてほしい〕な

どが挙げられていた．

考察　

１．学生の手術室看護実習に関する看護研究の動向

わが国における看護基礎教育課程の手術室看護実
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習に関する研究は，2009年を境に僅かに増加傾向

にあった．これは，厚生労働省が 2003年に発令し

た「看護基礎教育における技術教育のあり方に関す

る検討会報告書」10）や，2009年の看護基礎教育の

カリキュラム改正が影響しているものと考えられ

る．このカリキュラム改正では，学生の看護実践能

力の強化が重要課題として，看護師の教育課程で習

得すべき技術項目の精錬や卒業時の到達目標を明確

にしていることから，これを受けて手術室看護実習

の技術内容や学習内容に対する関心が高まったもの

と考える．加えて，わが国における看護系大学が

2000年の 84校から 2015年 1月には 249校 11）と増

加するに伴い研究者でもある大学教員数が増加した

ことから，大学に所属している研究者によって看護

系大学の学生を対象とした研究が行われ，これが研

究数の増加の一因となっていると考えられる．

２．研究の種類，研究デザインおよびデータ収集方

法

研究の種類は質的研究（55.8％）が最も多く，研

究デザインでは因子探索研究（55.8％）が最も多く

占めていた．本研究の対象論文の大部分が学生の実

習記録やレポート類（38.9％）を用いて質的データ

として分析していたことから，因子探索研究が多か

ったものと考える．さらに，手術室看護実習という

現象を捉え，学生の実習経験をあるがままに分析す

るには，質的研究が最も適していると考えられるこ

とから，研究デザインとして因子探索研究が半数を

占めたものと思われる．因子探索研究の次に多かっ

たのは，探究レベル 2 に相当する関係探索研究

（44.2％）であった．関係探索研究は因子間にどの

ような関係があるかを探す目的で行われ，このタイ

プの研究によって見つけ出された因子間の関係から

仮説が提示され，その真偽は，次の探究レベルであ

る関連検証研究によって確かめられる 12）といわれ

ている．本研究の結果から研究デザインが，因子探

索研究と関係探索研究のみで占められていたことか

ら，わが国の看護基礎教育課程における学生の手術

室看護実習の実態が，今までの研究の構築によって

明らかになってきた段階であると判断できる．研究

対象とした論文は，学生という人を対象とした研究

であるため，関連検証研究や因果仮説検証研究のよ

うに，仮説を形成する因子以外の事象を出来るだけ

差異やばらつきがないようにすることは，倫理的側

面から難しい問題もある．しかしながら，研究成果

が実態調査に留まっている現状であり手術室看護実

習の質を向上していくためにも，研究の蓄積やエビ

デンスのある研究が行われていくことを期待する．

データ収集方法で，実習記録およびレポート類の次

に多かったのは，独自の質問票（27.8％）を用いた

調査であった．質問紙票は学生に負担が少ないデー

タ収集法であり，その方法を用いて学生の手術室看

護実習の経験について，情報を収集しようとする意

図で行われているものと考える．また質問票に自由

回答の欄を加えるなど工夫することで，学生の素直

な言葉からデータを収集しようとしていると思われ

る．研究方法の種類として，近年量的研究と質的研

究の共通点を強調した混合研究法（mixed methods）

が用いられる 13）傾向にある．今後は量的・質的研

究の混合研究法などを用いて，学生の一側面だけで

はなく多面的に捉える研究を進めていくことで，手

術室看護実習に関する研究がさらに発展していくこ

とが望まれる．

３．手術室看護実習の目標，手術室看護実習の形

態，手術室看護実習の期間，手術室看護実習の指

導状況

「手術室看護実習目標」を記載した論文（65.1％）

は全体の 7割弱と多かった．このことから，看護基

礎教育を行っている大部分の教育機関では，実習目

標を掲げながら手術室看護実習を展開しているもの

と考えられる．

「手術看護実習の形態」で一番多かったのは「受

け持ち実習」（48.0％）であった．これは，手術室

看護実習は看護基礎教育の学生にとって専門性が高

い 14）こと，「診療に伴う看護技術」は，看護基礎教

育で教育すべきことと卒後の研修等ですべきことは

区別して考える 15）と指摘されていることに加え，

手術室看護実習は，小さな看護技術の提供でも無資

格者の学生による医療的行為にもなり得，慎重な対

応を取らざるをえないことから，「受け持ち患者」

実習が選択されていると考える．「手術室看護実習

の期間」で最も多かったのは「1日」と「2日」で

あった．これも対象とした論文の実習形態が「受け

持ち実習」のみが最も多かったことが関連している

と思われる．また「手術室看護実習の指導状況」で

は，「指導者による指導」（55.8％）が最も多く，そ

の理由として教員が手術室内で直接指導する時間的

確保が難しいことが現状として考えられる．さら

に，手術看護の複雑な看護現象を教材にして指導す
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るには教員に高い指導能力が求められるうえ，手術

室で的確な指導をすることは困難と考えられること

から，指導者による指導が多かったものと推測され

る．臨地実習は，講義を臨地の現象と結び付けて考

える貴重な場であり，臨地実習そのものが「授業」

として位置づけられている 16）ことをふまえると，

教員不在の手術室看護実習は，「授業」として難し

い側面があるといえる．教員が手術室看護実習をど

のように捉えているのか，また実習担当教員が学生

の学習状況をどのように把握し実習を進行している

のか，実習指導の実態と教授活動の解明が必要と考

える．

しかしながら，これらの上記項目について論文中

に記載がないものがあったことから，手術室看護実

習を取り上げている論文であるものの，研究の枠組

みにおける説明が不十分であるため，記載による説

明が必要と考える．

４．学生を対象とした手術室看護実習に関する研究

内容の分類　

手術室看護実習に関する研究内容を検討した結

果，【手術室看護実習における学生の学びの実態】

を明らかにした研究（58.1％）が全体の約 6割を占

めていた．これは，手術室看護実習は教員が直接関

わることが少ない看護学実習でもあるため，学生が

何を学んでいるのか，教員や指導者が実態を把握す

る目的で研究が行われているのではないかと推測さ

れる．本研究は水谷ら 17）の論文の表題から目的を

分析した結果も「学生の学び」に関するものが最も

多く，先行研究と一致するものであった．

次に多かったカテゴリは，【手術室看護実習の実

習目標と学習成果との関連】（20.9％）であった．看

護学実習における研究の動向を調査した先行研究 18）

によると，看護学実習における学生の目標達成度や

自己評価および目標達成度に関わる要因を解明した

研究が 22.5％であったという結果と類似していた．

本研究の研究対象とした論文の筆頭研究者の割合

は，大学および短期大学所属の教員を併せて 86.0％

である．このことから，教育者として看護学実習に

対する評価への関心の高いことが予想され，そのた

め実習目標と学習成果に着目した論文数が多かった

のではないかと考える．本研究の対象論文は，教員

が授業を評価するという視点が色濃く表れていた．

看護学実習の評価は，学生の学習成果に関わる評価

と教員の教授活動の評価という二つの側面がある 19）

といわれている．このことから，今後は教員の教授

活動の評価の側面からも研究が行われることが望ま

れる．

【工夫を取り入れた教授方略による手術室看護実

習の学習効果】（9.3％）は，手術看護は専門性が高

いといわれていることから，手術室看護実習を学び

やすいように教材等を工夫し，学生の学習の理解を

支援することに着目した論文である．これらの論文

から，より質の高い教育を実践するために努力して

いる姿勢が伝わってくるものであり，今後も学生の

学習促進のための教育的な研究が行われていくこと

が望まれる．

残るカテゴリ【手術室看護実習が学生に及ぼす影

響】（9.3％）は，手術室看護学実習そのものが対象

である学生とって強い緊張とストレスをもたらすこ

とから，学生の心理的側面の問題を克服するための

サポートおよび配慮した教授活動の必要性を示して

いる．しかし，その援助法はいまだ明らかになって

いないことから，今後，手術室看護実習の学生の影

響要因に対する指導や援助について検討していく研

究が求められる．

2000～2015年間の 15年間で発表された，学生を

対象とした手術室看護実習に関する研究論文は 43

件であり，毎年 5件前後で推移している．研究対象

の約 5割を占めていたのは実習記録およびレポート

課題をもとに分析した論文であることから，研究内

容は実態報告に留まっており一般化をねらうような

段階に至っていない．したがって，現時点では学生

の手術室看護実習に関する研究は萌芽的な状態とい

えるが，発表論文は少しずつ増えていることから研

究は進展していると考えられる．

５．学生が経験した手術室看護実習の様相

学生が経験した手術室看護実習の様相で形成され

た４つのカテゴリについて述べる．

【手術室看護実習の目標達成に向けて経験した肯

定的な学習内容と課題】では，学生が手術室看護実

習の目標に向けて学習している内容と課題が挙げら

れた．看護学実習とは，学生が既習の知識・技術を

基に，クライエントと相互行為を展開し，看護目標

達成に向かいつつ，そこに生じた看護現象を教材と

して，看護実践に必要な基礎的能力を修得するとい

う実習目標達成を目ざす授業である 20）といわれて

いる．手術室看護実習を経験することによって対象

理解が深まり，手術を受ける対象に対して必要な看
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護への関心とつながっていく学習過程をふんでいる

と捉えられる．しかしながら課題もあり，患者が生

命をかけて外科的治療を受けている場面でかわされ

る医療従事者の何気ない態度が，学生にネガティブ

な感情を与えて学習へのモチベーションを妨げてい

ることが挙げられていた．医療者は患者のプライバ

シーを守ることと患者を擁護する立場にあることか

ら，今後改善を要する課題と捉えられる．

手術室で行われている看護技術は主に「診療に伴

う看護技術」である．侵襲を伴う看護技術に対し

て，看護基礎教育で教育すべきことと卒後の研修等

ですべきことは区別して考える 21）ことが指摘され

ている．しかし，手術看護技術を体験する難しさにつ

いて，基礎教育期間において自立して経験できる技

術が決して多いとはいえず，経験できる技術の種類

も限定されていた 22）と述べている論文もある．近

年の論文では，手術室看護実習における技術の経験

を優先よりも，手術室でより多くのものを観察する

ことに主眼をおいた論文も見受けられる 23）．手術室

看護実習は限られた時間であり，その実習における

看護援助について，実施が望ましいのか，または見

学のみとするのか，到達目標の設定は教育機関によ

って捉え方が一様とはいえない状況であった．この

ことから，手術室見学実習で提供されている看護援

助を実施する意味や範囲について，今後教育的な側

面からも研究を積み重ねていくことが求められる．

【手術室看護師が患者の状態を予測し，看護判断

から提供される看護実践に関する学び】では，学生

が手術室看護実習の経験から手術室内で行われてい

た看護に着目したものであり，手術室看護師の看護

実践が詳しく抽出されていた．雄西らは，手術室看

護師は，手術侵襲，麻酔の生体への環境を熟知し，

患者の身体的安全・安楽が得られ，不安や恐怖心が

軽減することにより精神的安楽が得られることを目

標に看護を行っている 24）と述べている．本研究で

抽出されたコードから，学生は授業で既習している

内容を理解し実習に臨んでいたものと捉えられる．

【手術室で行われている看護現象への専心によっ

て，より深化する手術室看護の独自性への理解】で

は，学生は手術室で行われていた手術看護をじっく

りと観察し，卓越した看護を提供していたと捉えて

いた．土藏は，手術は治療目的で患者に生命の危機

を及ぼすような大きな侵襲が加わるため，実践する

技術は洗練されていなければならない．特に感染予

防技術と安全の確保，麻酔に関する知識と介助技術

は，手術室独自の技術といえ，高い専門性が求めら

れる 25）と述べている．学生は看護基礎教育では専

門性の高い領域といわれている手術室看護実習であ

るが，手術室看護の独自性を理解し学んでいたこと

を示している．

【学生が手術室看護実習を目標達成する過程で経

験した困難と達成感】では，手術室という閉鎖され

た空間の中で，学生が手術室看護実習の目標を達成

する過程で経験した困難や達成感を感じたことが挙

がっていた．学生は手術室看護実習では外回り看護

師もしくは臨床指導者から最も多く指導を受けてい

ることから，直接指導を受ける実習指導者との関係

性を構築することに困難を感じていたものと考え

る．千田ら 26）の成人看護学実習における学生の抱

える困難感を文献によって検討した論文では，対人

関係の側面として実習指導者との関係を挙げてお

り，学生は年配者と接する機会が減少傾向にあり，

加えて受け持ち患者は基礎看護学実習の時と比べ複

雑な状況下にある可能性が高く，実習指導者との関

係性を構築する上で困難感を抱いていたと述べてい

る．岩永ら 27）は，精神的に不健康とされる学生は

全体の 3割以上であり，その関連因子の一つに実習

のストレスを挙げ，学生に対する情緒的サポート体

制の必要性を述べている．しかしながら，本研究で

は手術室看護実習における困難感やストレスを抱い

ている学生に対する教授法やサポート体制について

検討した論文は見当たらなかった．今後，手術室看

護実習に伴う困難やストレス状況に対し，学生はど

のような支援を得ているのか，学生のストレス要因

と対処の因果関係について，検討する必要性が示唆

された．

本研究では，学生から手術室看護実習における指

導に対し，肯定的・否定的な捉え方が示された．佐

藤ら 28）は，実習指導者は学生との関係形成には時

間的制約が避けられないことから，実習指導者の実

習環境の整備と学生への心理的サポートという役割

は状況により責任の度合いが一様ではないことを示

唆している．手術室看護実習の場合は 1日か 2日と

いう短い期間で行われている状況であり，短時間で

指導者との関係性を構築するのは学生にとって難し

い側面があると推測される．このことから，指導者

間の連携を密にし，学生の実習場のニードに関して

教員と指導者が共に問題解決していく姿勢が不可欠
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であることを示している．しかしながら，本研究か

らは指導者と教員の連携に関する研究は見当たらな

かった．看護基礎教育課程の実習を対象とした研究

では，教員と指導者との連携は必要とする論文は数

多く報告されている 29）30）31）．手術室看護実習が他

の実習と違って看護基礎教育では専門性が高いとい

う見方があること，手術室内での実習指導は主に手

術室看護師が行っている現状をふまえ，指導者と教

員の連携に関する研究を行っていく必要がある．中

田ら 32）は，教員が実習に関わることが少ないこと

から，指導者からは戸惑いや不満が挙げられていた

問題に対し，実習指導を終えた時点で教員と指導者

のリフレクションを行うことで，実習指導者，教員

双方の理解が深まる効果が期待できる見方を示して

いる．この試みは母性看護学実習における報告であ

るが，手術室看護実習においても教員と実習者の連

携を強化し，効果的な教育方策を探究していくこと

の必要性が示唆された．

６．今後の研究課題

学生を対象とした手術室看護実習に関する研究内

容の分析結果から，最も多かった【手術室看護実習

における学生の学びの実態】のカテゴリが示すよう

に，学生の実習記録やレポートをデータとして分析

しているものや，手術室看護実習を実態調査すると

いう研究方法に偏りが生じている現状が浮き彫りに

された．今後は研究目的に見合った研究方法を活用

すること，多様な研究法を用いて研究を行い導き出

された内容の検討から，関係探索，関連検証，因果

仮説検証研究に発展させていくことが課題といえる．

さらに，研究内容の分析から導き出された【手術

室看護実習が学生に及ぼす影響】のカテゴリや，学

生が経験した手術室看護実習の様相の【学生が手術

室看護実習を目標達成する過程で経験した困難と達

成感】のカテゴリから，手術室看護学実習は学生に

とって強い緊張とストレスをもたらしていることが

示された．しかし，実習のストレスに対する学生自

身の対処や学生の心理的側面の問題への援助法は明

らかにされていない．また，手術室看護実習は教員

不在のまま実習を展開している場合があり，「授業」

という視点からは課題がある．これらから今後必要

とされる研究は，学生の手術室看護実習に対するス

トレスを軽減する教授法や援助，実習担当教員にお

ける学生指導の実態と教授活動，教員と指導者側の

支援・連携についての研究を進めていく必要性があ

ると考える．

本研究の限界

本研究の限界は，対象論文の検索時に本研究の目

的に合致する論文が検索されなかった可能性があ

る．また，内容を分析するカテゴリ化において十分

な検討を行ったが，研究者の主観的判断が多少なり

とも含まれていることが考えられ，これらの点が本

研究の限界である．

結論

2000～2015年までに国内で報告された看護基礎

教育課程における看護学生の手術室看護実習に関す

る研究の動向と課題に焦点をあてて分析し，以下の

結論を得た．

１．研究デザインは，因子探索研究が 55.8％，種類

は質的研究が 55.8％と最も多く，手術室看護実習

の指導状況では「指導者による指導」（55.8％）

が最も多かった．

２．「研究内容」は 5分類され『手術室看護実習に

おける学生の学習内容の実態』（58.1％）が最も

多かった．

３．「学生が経験した手術室看護実習の様相」は 4

分類され，【学生が手術室看護実習を目標達成す

る過程で経験した困難と達成感】では，学生が手

術室看護実習の目標を達成する過程で経験した困

難や達成感や，指導に対して肯定的・否定的に捉

えていた．

４．研究の動向は 43論文発表され，毎年 5件程度

発表されてはいるものの，学生の実習記録やレポ

ートをデータとして分析しているものや，手術室

看護実習を実態調査している研究が大部分を占め

ていることから，研究は萌芽的な段階といえる．

５．今後必要とされる研究は，手術室看護実習に対

する学生のストレスが強いことから学生のストレ

スを軽減する教授法や援助法の確立，手術室看護

実習における実習担当教員による教授活動の解

明，教員と指導者側の支援・連携の検討が挙げら

れる．
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<Material>

Operating Room Nursing Practicums in basic Nursing Education Courses: 

the Direction and Future areas of Research in Japan（2000–2015）

Naoko Ozawa

Facutly of Nursing, Iwate Prefectural University

Objective: To analyze the direction of nursing research regarding operating room nursing practicums for

student nurses during basic nursing education courses and to investigate necessary future areas of research

in Japan.

Methods: The Web Japan Medical Abstracts Society（Ver.5）was searched for articles published between

2000 and 2015 regarding operating room nursing practicums for student nurses. Values for descriptive

statistics were calculated for type of research and other details while “research content” and “aspects of

operating room nursing practicums experienced by students” were categorized based on similarity of se-

mantic content.

Results: Among the 43 relevant articles returned by the search, the most common research design and

type of research were exploratory factor analysis（55.8%）and qualitative research（55.8%）, respec-

tively. The most common form of instruction for operating room nursing practicums was “instructions

from an instructor”（55.8%）. Research content was divided into five categories, the most common of

which was field reports describing “the state of student learning content during operating room nursing

practicums”（58.1%）. “Aspects of operating room nursing practicums experienced by students” were di-

vided into four categories, among which “difficulties and sense of achievement experienced by students

during the process of target attainment during operating room nursing practicums” demonstrated the dif-

ficulties and sense of achievement experienced by students during the process of attaining the targets of

operating room nursing practicums and positive and negative perceptions of instruction.

Conclusion: The direction of current research regarding operating room nursing practicums for nursing

students is at a breakthrough stage following clarification of the state of current operating room nursing

practicums. Further research is required regarding 1）pedagogy and support to reduce student stress, 2）

the state of student instruction and practicum systems among teachers in charge of practicums, and 3）

support and cooperation between teachers and practicum instructors.

Keywords:basic nursing education course, operating room nursing practicum, literature review


